
© logistock- stock.adobe.com

342019.2  厚生労働

厚生労働省には、どのような仕事がある
のでしょうか。専門的な職種に就いてい
る人たちを紹介します。

人間科学系職員
【第11回】

全国500カ所以上の
ハローワークを統括し
「働く」を支援

厚生労働省職業安定局
首席職業指導官

小野寺徳子さん

小野寺さんの１日
9：30 登庁

10：00 外部検討委員会への
出席

12：00 昼食

13：00 ハローワークの視察

16：00 室内打ち合わせ

18：30 退庁

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
経
験
が 

現
場
主
義
の
根
幹
を
つ
く
る

社
会
人
生
活
に
お
い
て
多
く
の
時
間
を

占
め
て
い
る「
働
く
」と
い
う
こ
と
。
人
間

科
学
系
職
員
は
国
民
の「
働
く
」を
支
援
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
労
働
分
野
で

心
理
学
や
教
育
学
、
社
会
学
な
ど
の
専
門

性
を
生
か
し
、
労
働
者
と
事
業
主
、
マ
ク

ロ
と
ミ
ク
ロ
の
両
面
か
ら
課
題
の
抽
出

や
、
施
策
や
制
度
の
企
画
・
立
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。
職
業
相
談
・
指
導
、
職
業
訓

練
、
全
国
５
０
０
カ
所
以
上
あ
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
業
務
運
営
・
指
導
も
役
割
の
一

つ
で
す
。

国
家
公
務
員
総
合
職
試
験
の「
人
間
科

学
」区
分
に
合
格
す
る
こ
と
で
人
間
科
学

系
職
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
学
部
や
卒

業
年
、
年
齢
、
職
務
歴
の
有
無
等
は
採
用

に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
科
学
系
職
員
の
配
属
先
は
職
業
安

定
局
や
人
材
開
発
統
括
官
を
は
じ
め
と
す

る
本
省
各
部
局
で
、
各
都
道
府
県
の
労
働

局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
関
係
団
体
に
配
属

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す（
※
囲
み
参
照
）。

「
人
間
科
学
系
職
員
は
採
用
さ
れ
る
と
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
各
都
道
府
県
の
労
働
局

で
職
業
相
談
業
務
等
を
経
験
し
ま
す
。
第

一
線
の
現
場
で
利
用
者
に
向
き
合
っ
た
経

験
は
、
そ
の
後
の
人
間
科
学
系
職
員
の
業

務
の
根
幹
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
場（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
）の
こ
と
を
忘

れ
ず
に
施
策
や
制
度
を
考
え
る
人
が
多
い

の
は
、
こ
の
研
修
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
」と
、
職
業
安
定
局
の
小
野
寺
徳
子

さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

雇
用
対
策
な
ど
で 

労
働
者
や
事
業
主
を
サ
ポ
ー
ト

現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
女
性
や
高

齢
者
、
障
害
者
や
若
年
者
、
外
国
人
な
ど

求
職
者
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
相
談
や
支

援
、
事
業
主
を
対
象
と
し
た
求
人
充
足
に

向
け
た
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
野
寺
さ
ん
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ

り
方
が
変
化
し
て
き
て
い
る
と
話
し
ま

す
。「
窓
口
に
行
く
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
感
じ
る
人
も
多
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

撮影／羽切利夫

(C) 2019 日本医療企画.



どんな仕事をしてるの① 職業の安定を図る雇用対策

② キャリアデザイン支援と能力開発 ③ ハローワーク、労働局での業務

？

厚生労働  2019.235

人間科学系職員は主に職業安定行政、人材開発
行政分野で活躍しています。そのほかに、全国
のハローワークや労働局にも勤務することがあ
ります。

ト
を
活
用
し
た
就
職
活
動
を
す
る
人
も
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
側
も
窓
口
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
を

創
設
し
て
い
く
予
定
で
す
」

新
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
に
よ
り
、
現
場
で

の
業
務
に
も
変
化
が
出
て
く
る
と
言
葉
を

重
ね
ま
す
。「
新
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増

え
て
い
く
に
伴
い
、
窓
口
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
た
利
用
者
に
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
そ
の
期
待
に
応
え
、
事
業
主
に
は
事
業

所
訪
問
に
よ
る
充
足
支
援
の
強
化
を
図
る

28年目の小野寺さんに聞く

Q1．人間科学系職員をめざしたきっかけは？

A１．�大学卒業後は、障害のある子どもたちの療育機関で指導員を
していました。一人ひとりの子どもや保護者に対応している
なかで、目の前の人は支援できても、同じような状況に置か
れている多くの人を助けることができないと思いました。一
人でも多くの障害者の特に職業自立を支援したいと考えてい
たところ、人間科学系職員のことを知りめざしたのです。

Q2．どのようなときにやりがいを感じますか？

A２．�基本的に現場主義なので、時間を見つけては現場視察に行っ
ています。現場に足を運ぶことで、自分たちが企画・立案し
た施策や制度に対する労働者、事業主等の反応や新たなニー
ズが見えてくるからです。施策や制度が機能していたり、少
しでも役立っていると感じられるとやりがいにつながります。

Q3．今後の目標を教えてください。

A３．�現在、ハローワークのシステム改修の準備を進めています。
これまでの業務のあり方が変わるので、現場の声を聞きつ
つ、利用者に的確な支援を届けられるよう準備していきたい
と思っています。「仕事探し」「人材確保」の際、真っ先に「ハ
ローワーク」を思い浮かべていただけるようハローワークの
機能強化とサービスの充実を図っていきたいですね。

！

個々人の適性を踏まえたキャリア形成や、それと連動したスキ
ルの習得・向上などの能力開発のための職業訓練を提供して
います。

地域の総合的雇用サービス機関として、職業紹介、雇用保険給付、
雇用対策を実施します。労働局は地域の産業・雇用失業情勢に応
じた雇用対策を展開し、第一線窓口となります。

女性、高齢者、障害者、若年者、外国人労働者、生活困窮者など、
対象者の特性を踏まえたきめ細かなマッチング支援や企業への
指導・支援等雇用対策を展開しています。

な
ど
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
支
援
の
充
実
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

現
場
経
験
を
根
幹
に
、
労
働
者
も
事
業

主
も
支
援
す
る
人
間
科
学
系
職
員
の
役
割

に
つ
い
て
、
小
野
寺
さ
ん
は
次
の
よ
う
に

語
り
ま
す
。「
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
人
に
と
っ
て
の
役
割
意
識
や
生
き
が
い

に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
人
と
し
て
尊
厳
を
持
ち
な
が
ら
生
き

て
い
く
こ
と
の
根
源
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
部
分
に
か
か

わ
る
仕
事
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
」

(C) 2019 日本医療企画.




